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軍主

事録デモ{まやり 3月郷田
(動物愛護デーいぎものをいっくしみましょう)

豊

昭
和
三
十
五
年
度

固
定
資
産
の
評
価
額

が
決
定
致
し
ま
し
た

>
の
で
、
規
定
に
よ
り

汁
J
U
恥
三
月
一
日
か
ら
三
月

左
記
に
揚
げ
る
引
揚
哲
氏
び
遺
以
の
万
は
出
和
三
ヤ
二
年
法
一
髄
一
見
…
二
十
日
迄
二
十
日
閣

律
第
一

O
九
号
に
号
引
場
者
給
付
金
の
請
求
を
さ
れ
、
そ
れ
一
縦
町
長
浜
町
役
場
及
び
各

々

受

給

Z
T思

い
ま
す
が
守
言
葉
を
さ
れ
て
い
な
二
川
川
出
張
所
に
お
い
て
縦

い
方
は
、
法
の
定
め
に
よ
り
本
年
五
月
十
六
日
を
以
て
時
効
と
一

pj
…
覧
に
供
し
ま
す
。
綻

な
り
、
従
勺
て
請
求
権
が
消
滅
し
ま
す
の
で
至
急
請
求
書
を
提
一
極
山
川
覧
は
無
料
で
あ
り
ま

断

じ

て

下

容

い

。

一

吋

叫

す

か

ら

該

当

資

産

の

尚
時
効
期
阪
迄
に
請
求
幸
一
日
に
添
付
す
べ
き
書
類
が
収
集
出
来
一

ιよ
山
あ
る
方
は
自
由
に
縦

た
い
見
込
の
方
も
一
応
書
類
不
備
の
ま
L

で
結
構
で
す
か
ら
請
一
瞬
官
覧
し
て
下
さ
い
。

一
清
北
山
尚
縦
覧
場
所
は
本
人

求
書
を
五
月
十
六
日
迄
に
堤
出
し
て
下
さ
い

o

J

E

己

一

語

圏

山

居

住

の

大

字

別

に

左

て

引

揚

者

給

付

金

制

受

け

る

者

一

資

企

の

迅

f」
な
っ
て

ィ
、
昭
和
二
わ
年
八
月
十
五
日
ま
で
に
引
続
き
六
ヶ
月
以
上
外
一
昨
出
町
ま
り

t
す

一
{
一
時
四
長
浜
本
庁
、
大
字
長

余
地
に
生
活
の
本
拠
を
有
し
て
い
た
者
(
開
拓
民
に
つ
い
て
は
一
七
メ

一
司
週
間
浜
仁
久
。
大
字
青
島

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
ま
で
引
続
き
外
地
に
生
活
の
本
拠
一
古
一
回

一
下
位
岡
大
字
黒
田
、
大
字
沖

を
有
し
て
い
た
期
間
が
六
ヶ
月
未
満
の
者
を
含
む
。
以
下
第
↑
ぺ
J
1
刷

3

一一五
J

に
お
い
て
同
じ
)
で
終
戦
に
伴
っ
て
発
注
亡
た
翌
日

P

に
一
〈
四
軒
多
灘
出
張
所
、
大

基
き
・
や
む
を
得
ず
唱
和
二
十
年
八
月
十
五
日
以
後
本
邦
に
一

↑

字

入

戸

寸

坊

引

き

揚

げ

た

も

の

り

一

櫛

生

出

張

所

、

大

字

口
、
昭
和
三
十
年
八
月
九
日
空
で
引
続
き
、
六
ヶ
月
以
上
外
地
一

-
櫛
生
、
大
字
須
沢

に
生
活
の
本
拠
を
有
し
て
い
た
者
で
ソ
グ
イ
エ
ト
社
会
主
義
一

一
山
山
海
出
張
所
、
大
字
出
海

共
和
国
連
邦
の
卓
会
軟
に
伴
っ
て
発
生
し
た
璽
思
に
よ
り
昭
和
一
大
和
出
張
所
、
大
字
上
老
松
、

二
十
年
八
月
百
日
以
後
同
年
間
月
十
四
日
以
前
に
本
邦
に
引
一
大
字
下
須
戒
、
大
字
穂
積
、
大

揚

げ

た

も

の

。

一

字

豊

茂

、

大

字

大

越

の

一

部

ハ
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
ま
で
引
続
き
六
ヶ
月
以
上
外
地
一

一
白
滝
出
張
所
、
大
字
白
滝
、
大

に
土
活
の
本
拠
を
有
し
て
い
た
者
で
、
本
邦
に
滞
在
中
終
戦
一

一
字
柴
、
大
字
戒
川
、
大
字
大
越

に
よ
っ
て
そ
の
生
活
の
本
拠
を
有
し
て
い
た
外
地
へ
も
ど
る
一

f
1
1
1』
}
』

iJ

こ

と

が

で

き

な

く

な

っ

た

も

の

。

一

産

自

動

車

税

標

ニ
、
終
戦
に
伴
っ
て
発
生
し
た
事
態
に
よ
り
昭
和
二
十
年
八
月
一
、
-
}
引
い
一
ト
・
;
:

十
豆
日
以
後
引
続
ぎ
外
地
に
残
留
す
る
こ
と
を
余
義
な
く
さ
一
ア

E
d
耳
ナ
一

れ
た
者
で
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
九
日
以
後
本
邦
に
引
き
一
軽
自
動
車
税
の
中
原
動
機
は

揚
げ
た
も
の
及
び
当
該
引
き
続
き
外
地
に
残
留
す
る
こ
と
を
一
自
転
車
の
標
識
に
つ
い
て
は
、

余
儀
な
く
さ
れ
た
者
の
う
ち
、
日
本
国
の
平
和
条
約
に
定
め
一
町
村
合
併
以
来
旧
長
浜
町
の
擦

る
裁
判
に
よ
り
拘
禁
さ
れ
た
者
で
同
日
前
に
本
邦
に
引
ぎ
揚
一
識
を
引
続
き
使
用
致
し
て
お
り

げ
、
か
つ
引
ぎ
続
空
当
該
裁
判
に
よ
り
同
日
以
後
に
わ
た
っ
一
ま
す
が
、
今
回
総
理
府
令
に
基

て

拘

禁

さ

れ

た

も

の

一

づ

く

新

様

式

に

改

め

る

こ

と

に

二

、

遺

族

給

付

金

を

受

け

る

者

。

一

な

り

、

)

せ

レ

に

取

替

え

を

行

ィ
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
お
い
て
外
地
に
お
っ
た
者
で
一
い
ま
す
か
ら
該
当
者
は
洩
れ
な

終
戦
に
伴
っ
て
発
生
し
た
事
態
に
基
き
本
邦
に
引
き
揚
げ
る
一
く
標
識
の
取
替
を
受
け
て
下
さ

と
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
至
っ
た
後
引
を
続
き
外
地
に
忠
一
い
。
尚
現
在
該
当
の
軽
自
動
車

る
問
に
死
亡
し
た
も
の
又
は
終
戦
に
伴
っ
て
発
生
し
た
事
態
一
を
取
得
し
て
お
ら
れ
る
方
で
未

に
よ
り
引
さ
続
会
外
地
に
残
留
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
↑
だ
標
識
の
交
付
を
受
け
て
お
ら

て

い

る

問

に

死

亡

し

た

者

の

遺

族

。

一

れ

な

い

方

は

早

急

に

標

識

の

交

ロ
、
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
に
お
い
て
外
地
に
あ
っ
た
者
で
ソ
↑
付
を
受
け
て
下
さ
い
。
理
由
な

ヴ
イ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
の
参
戦
に
伴
っ
て
発
生
し
一
く
軽
自
動
車
税
の
脱
税
を
し
て

た
事
態
に
よ
り
本
邦
に
引
ぎ
揚
げ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
一
い
る
者
は
、
一
万
円
以
下
の
罰

る
に
至
っ
た
後
同
年
同
月
十
四
日
以
前
に
外
地
に
お
い
て
死
一
金
又
は
科
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す

亡

し

た

者

の

遺

族

。

一

取

替

後

旧

標

識

は

無

標

識

取

替

ハ
、
前
記
一
の
名
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
後
昭
一
の
時
期
、
三
月
下
旬
、
標
識
の

和
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
死
亡
の
当
時
二
十
五
才
一
時
一

F
M恥
伽
一
日
明
白
色
め
台

以

上

で

あ

っ

た

者

の

遺

族

。

-

i
s
-
-
z
Z
F
E
E
Z
E
-
i
i
j
i国
E
F
t
-
3
1
j
B同
省
一
五
十
一
∞
以
上
九

O
未
満
、
薄

;

'

↑

な

い

と

気

が

す

ま

ぬ

性

格

の

強

一

黄

色

の

台

で

字

体

は

濃

紺

色

。

井
戸
ま
た
金
議
一
い
人
で
あ
る
。
ま
た
気
が
弱
、
一
九
十
一
∞
以
上
一
二
五
未
満
、

4

3

f

d

一
の
を
強
く
み
せ
よ
う
と
し
た
丘
一
同
州
問
記
長
一
宇
…
臨
時
四
時
一

井
一
戸
ば
た
会
議
で
し
ゃ
べ
り
一
社
交
き
ら
い
で
相
手
の
受
け
答
一
字
体
は
濃
紺
で
7

ル
耕
と
入
る

ま
く
る
奥
さ
ん
は
、
自
分
の
生
一
え
が
で
き
な
い
人
の
中
に
も
、
一
免
税
率
、
色
色
の
台
で
字
体
は

{
一
お
し
ゃ
べ
り
好
矛
な
人
が
い
る
一
赤
色
。

格

を

無

意

識

の

う

ち

に

表

現

し

一

ょ

う

を

。

-

一

元

一

尚

取

替

は

無

料

で

行

い

ま

す

て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
人
に
一
「
口
は
わ
ざ
わ
い
の
も
と
」
一
今
月
は
固
定
資
産
税
第
四
期
分

し
ゃ
べ
ら
せ
な
い
で
白
分
ば
か
一
と
い
う
よ
う
に
度
を
す
ご
し
た
↑
保
険
税
二
月
分
の
納
期
月
で
す

り
し
ゃ
べ
る
へ
自
分
が
い
つ
一
お
し
ゃ
べ
り
は
、
自
分
の
欠
点
一
年
度
末
も
近
づ
い
て
参
り
ま
し

た
こ
と
を
い
ち
(
合
点
す
る
一
を
さ
ら
し
出
す
だ
け
で
、
損
し

人
な
ど
は
、
相
乎
を
や
り
ζ

め

一

て

も

得

は

な

い

。

一

ょ

う

。

。

総
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引
揚
者
給
付
金
の
請
求
は

五
月
十
六
日
で
時
効

書

= 
E 

E 

雪

量

雲
雲

自
重

喜

町
議
会
官
任
委
員
会
構
成

委
員
長

。
副
委
員
長

。

西

村

議

O

二

宮

邦

浦
上
愛
明
津
田
利
広
笹
本
恭
進

本
田
重
太
郎
一
宮
亀
久
雄

建

。

浦

田

定

O

山
下
清
雄

池

田

登

富

永

荘

三

郎

後

藤

熊

市

戒

敏

夫

林

日

出

猪

文
教

。
松
岡
武
平
治

O

赤
穂
直
城
山
崎
潮
美

西

国

司

泉

伯

新
谷
芳
朗

小
西
豊
己

産
業

。

満

野

公

介

。

紙

本

徳

之

助

今
村
林
五
口
大
谷
俊
男
松
本
垣
生

日
野
義
満
後
藤
忠
雄

御

挨

拶

議
長

東

豊
氏

明書を受ける

の手績について。
大掛N税務署喜

副
議
長

門
田
豊
市
民

梅
の
季
節
を
迎
え
ま
し
て
町

民
の
皆
様
に
は
益
々
御
精
励
の

惑
と
有
じ
ま
す
。
こ
の
度
私
共

去
る
二
月
六
日
の
町
議
会
に
於

て
、
議
長
、
副
議
長
に
当
選
し

就
任
致
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た

元
よ
り
鈍
根
の
者
で
"
御
座
い

ま
寸
が
、
町
民
の
皆
様
の
御
支

援
御
協
力
を
得
て
、
町
の
振
興

発
展
の
為
に
誠
心
誠
怠
努
力
を

致
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
再

建
整
備
途
上
の
困
難
な
時
期
で

は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
御

カ
添
え
に
よ
り
、
明
る
い
町
政

を
樹
立
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
共
何
分
宜
敷
く
御
願
い
申

し
上
げ
ま
す
え

昭
和
三
十
五
年
二
月
六
日

長
浜
町
議
会
議
長

束
閣
議
長

門
回

全

豊
市
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一同開
M
畠

滝

地

区

で

他

に

良

い

換

の

準

適

地

と

思

わ

一
金
作
物
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
れ
る
箇
一
例
に
、
作
付
す
る
場

一
柑
橋
を
植
え
た
い
の
で
す
が
合
に
品
種
の
将
来
性
に
つ
い

一
可
能
性
が
あ
り
ま
す
か
?
で
は
如
何
で
す
か
?

O
幼
木
一
は
四

1
六
停
滞
喝
を
様
一
m
E
最
近
の
そ
カ
ン
プ

l
ム
に
一
【
答
】
や
は
灼
植
え
る
と
す
れ
ば

一
準
と
し
、
四
年
生
以
下
は
一
乗
っ
て
各
地
で
適
地
で
な
一
湿
州
が
一
番
良
い
と
忠
わ
れ

第
定
一
三
O
%
減
、
六
年
生
一
以
上
一
い
処
へ
ま
で
、
新
植
し
て
い
一
ま
士
現
在
迄
各
所
に
植
え

柑
橘
閣
の
状
態
一
は
三
O
M
m
増
と
す
る
。
一
ま
す
が
、
左
の
最
重
要
条
件
一
て
あ
る
も
の
を
み
ま
す
と
、

側
絞
♂
縁
核
が
長
一
O
幼
木
は
此
の
他
に
、
難
糞
一
が
悪
い
た
め
、
適
地
で
は
あ
一
雑
柑
が
非
常
に
多
い
様
で
す

え
競
争
枝
が
多
く
一
を
一

0
ア
ー
ル
当
り
二
俊
一
り
ま
せ
ん
。
一
が
、
比
の
雑
柑
は
、
前
答
の

内
部
授
の
枯
込
み
の
お
一
位
い
使
用
す
る
と
良
い
。
一
⑤
地
恕
的
に
み
た
場
合
に
一
悪
い
気
象
条
件
下
に
、
一
番

の
あ
る
閣
か
多
い
の
で
一
三
ク
ロ
シ
加
用
、
石
灰
一
平
坦
部
は
肱
川
の
霧
が
深
一
抵
抗
性
が
弱
く
、
果
実
に
つ

は
以
ょ
の
事
に
注
意
し
側
一
霊
去
最
の
撒
布
一
い
為
、
病
害
の
発
生
が
多
一
い
て
も
今
後
の
将
来
性
が
少

欝

恨

の

短

絡

を

行

い

、

樹

一

③

撤

華

麗

一

ぃ

。

一

な

い

様

で

す

。

又

自

由

貿

易

砲
を
作
り
内
部
閣
を
塁
間
一
O
石
灰
硫
黄
合
剤
一
ニ
O
倍
一
@
日
照
不
足
に
よ
る
色
択
一
に
よ
る
果
物
の
世
界
市
場
の

て
い
た
だ
念
た
い

4

一

液

:

・

水

一

ヘ

リ

ッ

ト

ル

に

一

が

慈

い

。

一

見

通

し

か

ら

、

将

来

多

く

消

一
挙
い
今
年
同
基
金
干
に
当
つ
一
対
し
五
九
四

ω

一
@
気
温
が
低
い

1
l
J

費
を
見
込
ま
れ
る

涜

り

、

な

お

暖

冬

の

官

樹

一

O

ク

ロ

ン

O

、

三

%

三

一

高

玉

太

の

悪

「

ー

ー

一

加

工

に

向

く

も

の

漆
引
決
し
て
い
る
の
で
脇
村
r
h

一

O

倍

液

・

水

一

八

リ

ヅ

ト

一

く

厚

皮

と

な

り

一

?

一

が

有

利

な

こ

と

は

置
い
よ
る
樹
の
改
善
を
行
つ
一
レ
に
対
し
五
士
、
瓦
一
浮
皮
と
な
り
や
一

1
一

言

を

ま

ち

ま

せ

ん

4
t
e

一

o
i剤
O
‘
一

r
三

一

す

い

。

一

件

一

。

こ

の

点

よ

り

見

主

震

の

常

一

O

倍

液

水

一

八

リ

ツ

ト

一

【

目

前

容

か

ら

み

一

培

一

て

、

聖

温

州

が

一

空

0
ア

ー

ル

当

施

量

一

ル

に

対

し

五

∞

一

て

処

に

よ

っ

て

は

一

院

一

一

番

用

途

が

広

く

…

o霊
温

州

六

僚

会

δ
了

。

罪

時

期

一

、

適

地

と

思

わ

れ

一

M
M
一

宮

ー

な

り

ま

し

…

v
h

袋
v

一

発

芽

直

前

の

三

月

下

旬

一

る

箇

所

が

少

し

あ

一

叫

引

一

ょ

う

。

一
O
圏
中
生
温
州
五
俵
{
一
一
一
O
一
(
場
所
に
よ
り
多
少
相
違
一
一
る
の
で
は
な
い
か
一

-BH
一
円
問
】
で
は
唯
今
雑
柑

一

都

民

袋

)

一

す

る

)

一

と

思

い

ま

寸

が

?

-

c

パ

一

を

植

え

て

あ

る

も

…
O

幼

木

二

俵

さ

ち

一

O

混

用

時

の

注

意

'

一

【

三

適

地

は

な

い

と

一

る

一

の

を

植

え

変

え

た

一

v
h

袋

)

一

最

初

少

量

の

水

で

ク

ロ

シ

一

云

え

ま

す

が

、

作

一

み

ノ

一

方

が

良

い

で

し

ょ

…0
笈

柑

五

俵

(

コ

δ
一

を

溶

か

し

、

良

く

溶

け

て

一

り

方

に

よ

っ

て

は

一

川

一

;

…

に

き

一

か

ら

、

所

定

の

量

に

し

て

一

}

部

分

出

来

る

処

一

お

一

門

遺

品

い

苗

木

を

買

一
O
伊
予
柑
は
普
通
温
州
に
準
一
硫
黄
合
剤
を
入
れ
、
そ
が
一
が
有
り
ま
す
が
、
一
こ
一
ぃ
、
三
、
四
年
経

…
じ
八
朔
は
夏
柑
に
準
ず
る
一
後
展
着
剤
を
却
用
す
る
。
一
適
地
と
比
較
し
て
一
つ
山
一
っ
て
い
る
も
の
を

襲
撃
棋
璽
一
雲
市
議
室
窪
田
窪
一
一
缶
詰
一
一
墨
田
一
一
墨
田
一
雲
墨
田
喜
一
重
量
一
霊
一
雲
EE--
一
一
富
市
一
生
産
費
が
高
く
、
一
回
一
今
切
替
え
る
事
は

I
l
l
1
1
I
l
l
i
-
-
-
一

彼

岸

明

け

一

一

級

品

が

凶

来

ま

一

山

田

一

不

利

で

す

。

…
川
斜
配
配
J
U
一

二

十

五

日

(

金

)

一

せ

ん

か

ら

、

価

格

一

む

一

雑

柑

の

経

済

年

限

一

ト

l
H
H
H
I
l
l一
電

気

記

念

日

、

日

本

で

は

じ

一

は

安

く

な

り

手

一

括

一

は

短

か

い

で

す

か

三
月
の
行
事
ふ
歴
史
一
め
て
電
灯
が
つ
い
た
(
一
八
一
円
筒
】
条
件
の
良
い
処
一
白
一
ら
、
経
済
年
薄

日

さ

一

h
L作
に

!

と

で

は

、

一

般

作

(

一

i
一

週

き

て

か

ら

、

切

J

世
界
最
初
の
水
爆
実
験
(
二

1
1
1
1
1
1
1
1
J

一
麦
、
甘
藷
、
雑
穀

l
l
l

替
を
行
っ
て
下
き

先
五
時
ピ
キ
ニ
環
礁
)
二
盤
査
一
蚕
一
一
)
よ
り
は
、
柑
橘
が
有
利
と
一
【
間
】
今
迄
の
事
に
つ
い
て
も
つ

種

審

一

f
L
J
i
l
lド
l
L
一
患
い
ま
す
が
、
如
何
で
す
か
一
と
具
体
的
に
・
も
っ
と
く
わ

む
な
奨
桃
の
節
句
、
耳
の
一
今
年
は
繭
価
も
良
い
見
込
で
一
審
議
巷
の
価
指
で
す
と
、
総
一
し
く
聞
き
度
い
事
が
あ
る
時

A

告
白
ー
一
す
の
で
、
桑
歯
の
年
間
肥
培
管
一
詰
蜜
柑
緯
度
で
も
生
産
貸
の
一
ヌ
部
落
で
話
合
い
を
し
て
み

6
A日
v

一
理
で
一
番
基
盤
と
な
る
冬
期
作
一
切
下
げ
行
え
ば
、
ひ
き
あ
一
た
い
と
思
い
ま
す
が
・

皇

后

誕

生

日

一

地

T--
霊
山
の
施
尉
を
充
分
に
一
い
ま
す
が
、
念
俄
は
ま
だ
ま
一
塁
】
普
及
員
、
郡
青
果
連
枝
師

日

(

月

)

@

一

行

っ

て

下

さ

い

。

一

だ

下

が

る

と

忠

わ

ね

ば

な

り

一

又

は

町

産

業

課

へ

相

談

し

て

消
防
記
念
日
、
中
江
藤
樹
生
一

1

施

肥

一

ま

せ

ん

の

で

、

こ

れ

に

対

抗

一

下

さ

い

。

ま
れ
る
〈
二
ハ
O
八

1
一
六
一
春
胞
を
施
し
て
な
い
闘
で
、
一
し
て
生
産
費
を
切
下
げ
ら
れ
一
こ
の
問
答
は
去
る
二
月
十
二

哩八
U

江
戸
初
期
の
学
者
、
一
単
肥
配
合
の
場
合
は
、
三
月
一
る
条
件
を
備
え
て
お
り
、
そ
一
日
白
滝
地
区
に
於
い
て
密
柑
栽

近
記
聖
人
と
い
わ
れ
た
。
一
上
、
中
旬
に
施
用
す
る
が
、
一
れ
で
も
他
の
作
物
よ
り
は
、
一
培
に
つ
き
、
県
園
芸
課
果
物
専

一
一
門
火
)
一
面
形
肥
料
は
遅
く
と
も
二
月
一
良
い
見
通
し
が
た
て
ば
良
い
一
門
抜
術
員
の
越
智
技
師
を
招
き

婦
人
デ
1

一
中
、
下
旬
に
施
す
と
増
収
す
一
之
思
い
ま
す
。
而
し
白
滝
と
一
現
地
調
査
を
行
っ
て
、
そ
の
代

(

臼

)

一

る

。

一

し

て

は

む

し

ろ

適

地

で

あ

る

一

表

者

と

共

に

座

談

会

を

開

催

し

y
y
、
活
動
写
真
を
発
一
O
施
用
量
は
、
単
肥
配
合
で
一
柿
、
栗
作
り
に
カ
を
強
い
だ
一
た
タ
誉
の
一
部
で
す
。

八
九
三

t
明
治
二
六
こ
は
年
間
施
用
量
の
一
二
分
の
一
方
が
、
有
利
で
は
お
い
か
と
一

(

木

)

猷

一

一

(

一

0
ア
ー
ル
当
り
八
一
思
わ
れ
ま
す
。
、

e

-

『

ob吋
)
固
形
肥
料
で
は
逆
一
言
語
一
司
一
一
一
窪
田
窪
喜
一
喜
一
一
一
一
芸
一
一
亘
書
喜
一
世
一
喜
一
吉
一
一
一
ヨ
亘
書
室
雲
喜
一
一
一
SE---
一聖書喜一言

に
年
間
施
肥
監
の
二
一
一
分
の
一
と
同
時
に
施
せ
ば
肥
効
率
一
多
岐
獲
養
蚕
経
営

2

0ア

ニ
又
は
半
々
位
、
即

ιこ
が
良
く
な
る
。
一
計
一
弘
一
町
一
側
一
隅
脂
研
一
時
一
間

υ

二
O
臨
時
程
度
が
良
い
。
↑

2

病
虫
警
の
防
除
一
桑
閣
の
改
憶
と
、
曲
取
法
に

O
施
用
方
法
問
単
肥
配
合
(
桑
木
虫
、
桑
の
娯
蛾
(
ス
キ
一
よ
り
欠
味
の
補
植
を
行
う
。

↓

一

自

給

着

。

育

戒

の
場
合
は
、
殴
の
片
側
桑
一
ム

ν)
発
生
防
止
の
為
、

B
一
不
良
老
朽
園
改
植
用
、
及
び

株
か
ら
三
十
糎
内
外
離
し
一
日
、

p
h

粉
剤
一
一
一
%
を
会
濁
撒
一
品
種
の
改
良
と
し
て
、
桑
苗

浅
い
潜
を
掘
っ
て
施
し
‘
一
布
二

0
ア
ー
ル
当
り
一
袋
戸
の
生
産
を
行
う
為
に
自
給
苗

必

ら

ず

覆

土

す

る

。

叉

圏

一

守

す

る

。

の

育

成

を

行

う

。

3

祷

鰭

O
接
木
時
期
守
一
二
月
中
旬
。

新農村建設補助事業

出 海撰果機人
権
相
談

三
月
十
日
(
午
前
十
時
か
ら
)
(
挙
後
四
時
議
で
岬

と

こ

ろ

町

役

場

会

議

室

川

「
人
権
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
か
」

あ
な
た
は
公
務
員
に
よ
る
不
当
な
圧
迫
、
人
身
売
買
、
村
↓

分
、
差
別
待
遇
、
名
誉
侵
害
、
強
}
圧
迫
々
ど
で
自
由
や
権
利

を
お
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
と
と
伶
あ
り
ま
せ
ん
か
。

家
庭
の
問
題
や
借
地
、
借
家
の
一
時
畿
な
ど
で
悩
ぶ
で
い
る
方

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

…

町

だ

貧
し
い
た
め
に
裁
判
を
受
け
る
加
と
が
で
斉
逮
い
で
泣
き
寝

入
り
し
て
い
る
よ
う
な
ガ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
人
権
相
談
所
を
御
利
用
下
さ
い
ぬ
と
の
た
び
、
こ
う
し
た
人

の
た
め
に
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
識
機
資
が
相
談
相
手
と
な
り

、
解
決
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
必
す
。

個
人
の
秘
密
は
固
く
守
る
こ
と
脇
お
っ
ぷ
納
ま
ず
か
ら
.
御

遠

慮

な

く

御

利

用

下

さ
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。
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工
乞
ヒ
ネ
っ
て
、
う
ん
と
ご
ち
走

茶

ぱ

な

し

一

を

こ

し

ら

え

ま

し

ょ

う

ね

。

」

工
大
「
お
い
、
じ
よ
う
だ
ん
ぢ

↑
ゃ
な
い
。
オ
レ
透
が
十
年
も
こ

妻
「
ね
え
、
あ
な
た
。
明
日
一
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
は
、

は
わ
た
し
逮
が
結
婚
し
て
か
ら
一
何
も
と
り
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
ん

ち
ょ
う
ど
十
年
一
る
の
よ
。
一
だ
ぜ
。
」

で

す

か

ら

、

あ

の

と

り

と

き

カ
セ
の
橡
防
方
法

常
に
体
を
健
康
に
保
っ
て
お
く
こ
と
過
労
や
不
摂
生
を
空
け

て
十
分
な
休
養
を
と
り
不
断
か
ら
皮
膚
を
鍛
錬
し
て
体
の
抵
抗

力
を
強
め
て
お
く
こ
と
被
服
や
採
暖
に
十
分
注
意
す
る
こ
と
。

「
ヲ
ガ
イ
」
外
出
後
、
食
時
の
前
後
、
睡
眠
前
に
は
必
ず
ワ

ガ
イ
を
す
る
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
・

「
マ
ス
ク
」
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ず
の
患
者
に
接
す
る
と
き
群

集
の
中
に
入
る
と
示
、
風
が
強
く
吹
き
ま
く
っ
て
、
ほ
こ
り
の

は
な
は
だ
し
い
と
き
に
は
清
潔
な
7

ス
ク
を
か
け
る
こ
と
。

健
康
な
も
の
が
の
べ
つ
に
7

ス
ク
を
か
け
て
い
る
こ
と
は
の

ど
が
ま
す
/
¥
弱
く
な
っ
て
抵
抗
力
が
弱
ま
り
、
か
え
っ
て
良

く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
皮
膚
の
鍛
錬
」

の
冷
水
ま
さ
つ
乾
布
ま
さ
つ
を
す
る
習
慣
を
つ
け
て
お
く
こ
と

⑪
夏
の
う
ち
に
海
水
浴
に
い
っ
た
り
し
て
紫
外
線
を
浴
び
た
り

冷
い
水
中
で
泳
い
だ
り
す
る
こ
と
。

の
お
風
呂
か
ら
上
が
る
と
き
、
冷
い
水
で
か
ら
だ
を
拭
く
こ
と

@
夜
寝
る
と
金
冷
い
寝
巻
と
着
か
え
る
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
。

「

栄

養

」

栄
養
価
の
一
角
い
食
品
を
ほ
ど
よ
く
按
配
し
て
適
量
に
と
る
こ
と

要
す
る
に
均
衡
の
と
れ
た
栄
養
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
不

幸
に
し
て
風
邪
に
か
L

っ
た
時
は
出
来
る
だ
け
早
く
医
師
の
診

察
そ
受
け
る
こ
と
。

安
静
は
病
気
を
軽
く
す
ま
せ
る
の
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、

他
人
に
病
気
を
伝
染
さ
せ
な
い
た
め
に
も
大
切
で
す
。

一

一

農

地

法

を

=

=
闘
行
し
ま
し
ょ
う
=

。
最
近
多
い
農
地
の
転
用

戦
後
の
農
地
改
革
は
、
さ
も

他
人
事
の
よ
う
に
、
ま
た
占
領

政
策
の
落
し
子
の
よ
う
に
、
想

像
さ
れ
て
い
る
方
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
決
し
て
そ
う
で

は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
農
業

を
営
む
た
め
の
最
も
基
本
的
な

土
台
で
あ
る
農
地
制
度
が
時
代

の
移
り
変
り
ゃ
経
済
の
進
展
に

つ
い
て
行
け
な
く
な
っ
て
農
業

そ
の
も
の
が
不
安
定
と
な
り
、

農
村
の
封
連
性
と
相
ま
っ
て
深

刻
な
社
会
問
題
を
ま
ぎ
起
す
原

因
を
内
臓
し
て
い
ま
し
た
の
で

こ
れ
を
根
本
的
に
解
決
す
る
に

は
ど
う
し
て
も
時
代
に
即
し
た

農
地
の
制
度
に
切
り
替
え
な
く

て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
た
め
で

す
。
し
た
が
っ
て
今
次
の
改
革

は
占
領
の
遺
物
で
も
な
け
れ
ば

単
に
上
か
ら
の
押
し
つ
け
だ
け

で
於
く
、
む
し
ろ
農
家
の
皆
さ

ん
の
長
い
閣
の
た
ゆ
ま
な
い
努

力
の
積
み
上
げ
が
こ
の
大
事
業

を
実
現
さ
せ
た
動
機
と
い
う
べ

き
で
し
ょ
う
。
農
地
法
は
皆
さ

ん
の
要
望
に
よ
っ
て
な
し
と
げ

ま
し
た
農
繍
改
革
の
精
神
内
容

を
そ
の
ま
ム
引
き
継
い
で
お
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
当
然
こ

れ
を
励
行
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
せ
っ
か
く
築
き
上
げ
た
制

度
の
維
持
で
あ
り
、
こ
の
制
度

を
さ
ら
に
よ
り
よ
〈
改
正
し
、

肉
づ
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

そ
れ
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
ら
に

つ
い
て
励
行
し
て
い
た
立
く
か

と
申
し
ま
す
と
、

。
小
作
地
の
不
法
と
り
あ
一
げ
、

闇
小
作
料
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

農
業
の
生
産
力
を
高
め
る
た

め
に
は
ど
う
し
て
も
そ
の
土
地

を
耕
作
し
て
い
る
者
の
地
位
を

安
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

何
時
そ
の
土
地
を
引
き
上
げ
ら

れ
る
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
小

作
地
で
は
、
土
地
に
肥
料
を
施

し
て
土
質
を
よ
く
す
る
と
か
、

水
の
便
を
よ
く
す
る
た
め
P
改

良
工
事
を
す
る
努
力
も
自
然
に

お
ろ
そ
か
に
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
高
い
小
作
料
の
下
で
は
耕

作
者
は
生
活
に
精
一
杯
で
、
肥

料
代
を
生
み
出
す
こ
と
す
ら
困

難
と
な
り
、
生
産
の
順
調
な
発

展
は
と
う
て
い
望
む
べ
く
も
あ

り
ま
せ
ん
。
農
地
法
で
は
小
作

地
の
不
法
な
取
り
上
げ
を
許
し

ま
せ
ん
。
小
作
地
を
返
え
す
場

合
も
返
え
し
て
も
ら
う
時
も
、

そ
の
理
由
や
方
法
の
い
か
ん
を

と
わ
ず
、
す
べ
て
知
事
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

知
事
は
申
請
が
あ
れ
ば
農
地
法

に
基
い
て
公
正
に
判
断
し
、
正

ゃなの来業食しけ農山場のーが 。けも 料 の が も ば ず あ っ す 当 fいに t湯 もく弗j けれニみ入ろ にし マしけ気 ま 活も はま圧マ
むつ発るの料、皆地 林 、 立 年 ふ 最 農れつの士知必な履りて。な~ 0か 乾 六 で そ う 押 を つ て て ア 、るをつ出、ま毛ま、をそり脂を安血深すを寒
を て展こ経の経さ が 等 学 派 問 え 近 地ばて最地事ずり行まは許理』 けい回押れーし入ぎよ、水ぬく外ぎしたず布すぬっしと肪し静圧いのおさ
得、やと営自営ん転に校なにて年なのな支高にの市ましす条可由{ 毛たししか度出れにどそをるら側にま L洗の。るけてら分まにの関でしは
なあ 人 に が 給 規の用転、農二いとく無り払額つ許町せてが件すが f 並 ら ま つ ら く し 、 五 れ の ナ まいによすいう洗 ま 、 便 な は し し 高 係 、 あ 血
いる口なお度模伐さ用道地 O ま共し断まいのい可村んい、をるあ 4 みハすけきりて同升を中カ湯の由ご。て前い 湯あ秘いひょ、いが寒げ管

2震亀2ミE芸品25P52てEt需芝4富E芸員JtS3殴在122。3t之告22T五三金EKをEE方 交三主52え罰金号22Z
知の加すか下細所と ての 住ク 本地 ょを cけでめけ業たか条る事許? てた L なし、うのまくーにさタい りく る風いに、 正、ま脳とじ

ifii詩句52電?;?82時i;iiii??:;詰詰;55fiRi?iiEiiiif呉市;
えとをきそをさ処が りてでも農申の合他がにうにん '>h .'~~藤ず失夫九日小夫式会由 浜 松山西 電綴西明上堤浅奥立 V~ 

が十んの遥ん分、以ま重いし地請許で人自供に止が〈長施後 菊 浦 末 境 水 増 谷淵本 野宮白尾林石船本田 川 本本田 松藤村智岡田国脇 i輔
、分にたすのをいよすくる許法が可あの分す農め、〈尾田藤地回広沼田 熊 雄 字 。1醐

必承農める協 い か の 。 罰 と 可 に あ が ろ 所のる地るそ t金か長自 大 出 櫛 本死武太政白義清正規保武 大春出二年昌櫛道勝兼生 E治広之本生

Tt霊長23t都 民 間協2ZE君主芸品;臨海滝喜和ご海鰭生言葉庁亡雄郎義滝 l願重春雄広勇夫勝司和美海郎行光生光義夫男融和美行T庁出

計量T宅Btを22塁字5喜手J高専問苦手詰 j山杉新山 高 佐 長芸員議委霊長言語言霊長言語員555扇妄
てた旨りきれてこと 場 違に可調。べ入あそ外。最〈ヰ同家本 田 伯
参だやもまばもれは 合反転し査知てすろののこ少 f 安ヅ
りく内、せ目、ら知 がと用まの事知るう土用の限 金次子
ま こ 容 皆 ん 的皆の事 あししす上は事場と 地 途 よ 度 絵郎ヨ

暮
ら
し
便
利
帳

月

珠
義
人

光

年
千
奈
美

佐
由
里

勝

子

畦

校
胡
刀
一
一

由

美

政

孝満
義
人
恵

一

雄

由
美
子

圭

三

恵
美
子

隆
幸

二

安

江
ヨ
リ
コ

節

子

美

恵

守

田

三

一

梅

夫
富
美
子

恵

子タ
キ

鉄
蔵

義
則


